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完成した来居港フェリーターミナル

　昨年の12月10日に、待望の「来居港フェリーターミナル」が完成し、島根県副知事や国土
交通省中国地方整備副局長ほか多数のご来賓の出席のもと、盛大に竣工式が行われました。
そして今工事中の、フェリーに直接乗下船できるギャングウェイ（連絡橋）の完成も間近で、
村の玄関口である来居港の利便性がさらに向上します。
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始
め
に
、
私
事
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新

年
の
ご
挨
拶
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
事

情
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
新
年
の
挨
拶
は
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

早
速
で
す
が
、
昨
年
も
色
ん
な
こ
と
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。
九
州
北
部
や
東
北
地
方
な
ど
で
は
度

重
な
る
豪
雨
災
害
や
風
水
害
な
ど
自
然
の
猛
威

が
吹
き
荒
れ
、
大
き
な
爪
痕
を
残
し
て
行
き
ま
し

た
。
被
災
に
遭
わ
れ
た
地
域
が
一
日
も
早
く
復
旧

さ
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

ま
た
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

他
に
も
、
10
月
22
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員

総
選
挙
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
私
が
最
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
が
北
朝
鮮
問
題
で
す
。
本
村
は
、

日
本
列
島
の
中
で
も
最
も
北
朝
鮮
に
近
い
隠
岐

諸
島
に
位
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ミ
サ
イ
ル
が
発

射
さ
れ
る
た
び
に
脅
威
を
感
じ
た
1
年
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
の
問
題
が
早
急
に
そ
し
て
平
和
的

に
解
決
す
る
こ
と
を
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
。

話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

去
る
、
12
月
10
日
に
知
夫
村
の
玄
関
口
「
来
居

港
」
に
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
竣
工
し
ま
し
た
。
従
前

の
平
屋
建
て
か
ら
2
階
建
て
と
な
り
、
1
階
に
は

隠
岐
汽
船
の
乗
船
券
取
扱
い
窓
口
（
荷
物
含
む
。）

や
観
光
協
会
、
特
産
品
の
売
店
な
ど
が
置
か
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
2
階
フ
ロ
ア
ー
に
は
、
待
合
ス

ペ
ー
ス
や
隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
関

係
の
展
示
場
な
ど
を
設
け
て
村
民
や
観
光
客
の

皆
さ
ん
の
交
流
の
場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
ま
で
に
は
、
直
接
乗
下
船
で
き
る
ギ
ャ

ン
グ
ウ
ェ
イ
の
設
置
も
終
了
す
る
運
び
で
す
。
完

成
し
ま
す
と
今
迄
の
階
段
で
の
乗
下
船
と
違
い

2
階
ま
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
上
が
り
乗
下
船
で

き
ま
す
の
で
、
高
齢
者
の
方
や
車
椅
子
を
必
要
と

さ
れ
る
方
々
を
は
じ
め
、
利
用
さ
れ
る
方
々
に
と

っ
て
は
、
格
段
に
利
便
性
が
向
上
す
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
施
設
が
知
夫
村

の
観
光
や
情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て
、
中
心
的
な

役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
周
辺
整
備
や
施
設
の
充

実
も
図
っ
て
参
り
ま
す
。

本
年
も
知
夫
村
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
、

村
民
の
皆
様
方
と
共
に
手
を
携
え
て
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協

力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
30
年
1
月
吉
日

知
夫
村
長
　

平 

木 

伴 

佳

村

長

挨

拶
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12
月
定
例
議
会
概
要

議
会
だ
よ
り

一般質問する横川議員

一般質問する並河議員

平木村長

議会だより

10月
3 社協運営委員会
4 月例監査
11 知夫村教育魅力化プロジェクト
12 全員協議会
19 草地講演会
26 島前音楽会
30 知夫村教育魅力化プロジェクト
31 臨時議会

11月
8 月例監査

12～13 全議員研修会
15 人権講演会
16 全員協議会
24 総合戦略策定委員会

12月
4 全員協議会
5 知夫村教育魅力化プロジェクト
6 月例監査

9 知夫教育魅力化プロジェクト
10 来居港ターミナル竣工式
11 定例会
13 保小中一貫教育を支える会
17 島前高魅力化推進協議会
22 総合戦略策定委員会
23 知夫村教育魅力化プロジェクト

1月
10 月例監査
16 全員協議会

議会活動日誌

一
般
質
問

【
横
川
議
員
】

Q

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
処
遇
改

善
と
、
定
住
促
進
の
た
め
の
指

導
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

村
長

「
住
宅
の
確
保
に
つ
い
て
」
で

す
が
、
現
在
、
大
江
地
区
に
8

戸
建
て
の
定
住
促
進
住
宅
を
建
築
中
で

す
。
次
年
度
以
降
も
、
現
状
を
分
析
し

な
が
ら
、
新
た
な
住
宅
建
設
や
、
空
き

家
改
修
な
ど
に
よ
り
住
宅
確
保
を
図
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
の

貸
与
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
本
村
に

3
台
の
活
動
車
両
を
確
保
し
て
い
ま
す

が
、
個
別
に
通
勤
用
等
で
の
貸
与
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。
活
動
費
と
し
て
、

月
20
リ
ッ
ト
ル
の
ガ
ソ
リ
ン
代
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
本
村
で
の
起

業
、
就
業
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
為
、
担
当

課
を
中
心
に
勉
強
会
を
開
催
し
、
移
住

者
を
含
め
た
人
口
増
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
並
河
議
員
】

Q

特
障
手
当
支
給
状
況
に
つ
い
て

村
長

知
夫
村
で
は
現
在
こ
の
手
当
を

受
給
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
は
い

ま
せ
ん
。
手
当
受
給
対
象
者
は
、
精
神

障
害
が
あ
り
、
物
事
の
道
理
や
筋
道
を

理
解
す
る
能
力
に
欠
け
る
者
。
重
度
の

知
的
障
害
者
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
者
。

な
ど
6
項
目
以
上
の
受
給
資
格
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
担
当
課

に
問
い
合
わ
せ
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Q

小
中
学
生
と
保
護
者
へ
の
血
液

検
査
状
況
に
つ
い
て

村
長

児
童
生
徒
に
は
、
学
校
保
健
安

全
法
の
中
で
、
検
査
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
毎

年
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
保
護
者
に
つ

い
て
も
、
毎
年
、
特
定
健
診
や
事
業

所
健
診
等
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

Q

小
中
学
生
の
医
療
現
場
の
見

学
、
実
習
状
況
に
つ
い
て

村
長

今
年
度
中
学
生
が
、
職
場
体
験

と
し
て
保
健
師
体
験
。
招
福
苑

で
の
福
祉
体
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
体
験
学
習
か
ら
、
医
師
・

看
護
師
・
保
健
師
を
志
す
子
供
が
、

将
来
こ
の
島
に
帰
っ
て
き
て
活
躍
し

て
い
た
だ
く
こ
と
、
切
に
望
む
ば
か

り
で
す
。
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来居港フェリー
ターミナル
竣工式

来居港フェリー来居港フェリー
ターミナルターミナル
竣工式

来居港フェリー
ターミナル
竣工式

中学生による
皆一太鼓



5

ターミナル内部

2階待合所（海向き）

切符売場

観光協会＆売店

2階への階段＆エレベーター 2階待合所（階段向き）

地元若者達が
屋台で盛上げ

餅撒き



島前高校だより
今回は、島前高校を卒業する生徒から、知夫で生活した時間を振り返っての

言葉をお伝えします。

１人は薄毛地区出身の濱拓人君（お父さんは、辰成さん）。４人は知夫の島親

にお世話になった島留学生（島前地域外出身生徒）です。

6

薄毛地区　濱　拓人
僕は知夫村に生まれてきて、本当に良かったと思います。この村は、最高です。人がとに

かく優しくて、みんなが家族であるかのように話しかけてくれます。

自分は、この村でソフトテニスを始めました。ソフトテニスについて、知夫は環境が整って

います。中学のころにはナイター照明が付き、先輩方とみっちり練習をしました。雨の日は、

ピロティや体育館を使うことができ、大会前でも練習を途切らせることなくできました。今

の自分があるのはこのような環境と、ジュニアの時に本気で指導してくださった方のお陰だ

と思っています。このような環境の中で、ソフトテニスができたことはとても幸せです。中

学の時は、県総体ベスト８を目標に必死に練習しました。いい思い出です。

知夫での思い出は、ソフトテニスだけではありません。一宮神社での白波五人男もいい思

い出です。初めは嫌だったけど、終わると「またやってくれや。」と声をかけられ、地域のイ

ベントに参加したことは地域への恩返しにもなっていたのかもしれません。

今考えると、僕は生まれてから18年間人に迷惑をかけっぱなしだったように思います。一番迷惑をかけてきたのは両親

です。勉強のことについては、これまで何度話し合ってきたか分かりません。僕は勉強が苦手で、勉強をしたくない気持

ちばかりがいつもありました。だから、なかなか両親の話を素直に聞けませんでした。そのような中でも、両親は僕の応

援を続けてくれました。僕がソフトテニスの大会に行くと、毎回応援に来てくれました。大会でなかなか結果を出せない

時も、毎回観戦に来てくれました。本当に、自慢の両親です。これから僕は大学に入って、ソフトテニスを続けます。ま

たたくさんのお金がかかってしまいますが、日々の練習をなまけず、今度こそいい結果を出して、両親に恩返ししてやろ

うと思います。

僕は知夫で育って良かったです。この知夫村に恩返しができるよう、勉強も部活動も気を引き締めてがんばります。

伊藤君家族、濱さん家族※入学式にて

服部さん家族、奥本さん家族※入学式にて 長谷部君家族、向濱さん※入学式にて

濱さん家族※体育祭にて

服
部
さ
ん
※
奥
本
さ
ん
と
釣
り
に

野村さん、仲さん家族※村民体育祭にて



島前高校だより
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埼玉県出身　長
は

谷
せ

部
べ

摩
ま

利
り

島親：向濱樽幸（来居地区）

私は高校生活の3年間を支え

てくれた、島親の向濱さんにと

ても感謝しています。

入学式の初めての顔合わせ

の時から自分をすぐに迎え入

れてくれて、「何か困ったこと

とか、不安になることがあっ

たらいつでも電話をしていい

よ。」と言ってくださり、とて

も安心しました。

そこから何度か家に呼んでいただいたり、一緒に食事をし

たりと自分といる時間をたくさんつくってくださいました。

島親さんが知夫にいたから、自分は知夫村に興味を持つこと

ができて、学校の探究活動や部活動などで知夫のことを取り

上げ、活用することができました。

そうは言っても私は、島親さんが知夫にいる他の同級生と

比べると、あまり知夫の行事に参加することができませんで

した。とても残念に思っています。この３年間で知り合えた

人と、これからもつながっていけたら嬉しいです。

最後に、いろいろとご迷惑をおかけしましたが３年間私を

支えてくれた向濱さん、ありがとうございました。これから

もよろしくお願いします。

千葉県出身　服
は っ

部
と り

　紬
つむぎ

島親：奥本重勝（薄毛地区）

私は島留学で千葉県から島

前高校に入学しました。そし

て、今年の３月卒業式を迎えま

す。３年間は、あっという間で

した。この３年間には、知夫で

の楽しかったこと、感動したこ

とがたくさん詰まっています。

１年生の春、親と離れて心細

くなっていた私を奥本重勝さ

ん一家が島親として温かく迎えてくれました。夏には教育委

員会主催のキャンプのスタッフをさせてもらい、小学生と仲

良くなれました。キャンプは小学生とふれ合えるのが楽しす

ぎて、３年間続けて参加しました。

また、どっさり祭り、一宮神社の大祭、野だいこん祭りで

民謡を踊らせてもらいました。毎回、当日まで練習をたくさ

んしました。教えてくださったのは、仲とき子さん（大江地

区）と松下絹衣さん（仁夫地区）で、このお二方のお陰で踊

ることができました。他にも、様々な行事に参加させてもら

いました。その中で、「たくさんの人と出会えたこと」が島前

高校に入って一番良かったことです。私に関わってくださっ

た皆さん、３年間本当にありがとうございました。

愛知県出身　伊
い

藤
と う

康
こ う

紀
き

島親：濱辰成（薄毛地区）

僕が３年間、知夫で活動させ

ていただいた中で特に印象深く

残っていることは、知夫小中学

校島留学の広報ムービー作成で

す。僕たちは２年生の１学期、

知夫の教育委員会から「知夫里

島が小中学生の島留学を始める

が、広報活動がうまくいってい

ない。」という話を聞きました。

その言葉を取り上げ、高校の授

業と結びつけ、広報ムービーを作ることにしました。

ムービーはインタビューをメインで作る設計にしました。最初

は島の方が僕たちのインタビューに応じてくださるか、すごく不

安でした。でも、声をかけると島の方は快くインタビューを引き

受けてくださいました。そしてムービーが完成し、どっさり祭り

でお披露目を行った際には「すごくよかったよ！」「このムービ

ー欲しい！」など嬉しい言葉をたくさんいただけたのを今でも鮮

明に覚えています。島の方のご支援・ご協力に感謝の気持ちでい

っぱいです。

この活動以外にも、イベントのボランティアとして参加すると

子供たちが集まってきてくれたり、大人の方が積極的に話しかけ

てくださったりと、知夫での活動が一番楽しく、ワクワクが止ま

りませんでした。知夫で活動ができる時間も、僅かとなりまし

た。僕は島で培った経験を活かして、新天地となる山形県でも頑

張ります。知夫にはまた、遊びに戻ってきたいと思いますので、

その時はよろしくお願い致します。僕の中で、知夫は第２の故郷

です。

３年間、本当にありがとうございました。

福岡県出身　野
の

村
む ら

世
せ

菜
な

島親：仲克忠（大江地区）

島に来て３年。思い返すと、

１年生のころからあふれかえる

ほどの思い出があります。

高校生活では、面白くて一緒

にいると何でも楽しめる友達、

真剣に最後まで話を聞いてくれ

る友達、どんな時でも助けてく

れる友達に囲まれ、毎日が一瞬

に終わってしまうと感じるくら

い楽しかったです。

そして、知夫での活動。大好きな島親さん家族をはじめと

する温かい知夫里島の方と過ごした時間は私の大切な宝物で

す。知夫の方からいただく「ありがとう。」に何度も心が温ま

り、島親さんが私に言ってくださった「家族だから。」という

言葉は涙が出そうなくらい嬉しかったです。いつも明るく笑

顔の絶えない島親さんは、私の憧れです。

最後に、大好きな知夫里島、知夫里島の皆さん、本当に感

謝の気持ちでいっぱいです。また必ず帰ってきます。ありが

とうございました。大好きです。
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●薄毛（毎年11月28日）蛇巻 き 皆で、藁を
整えます

Start薄毛蛇巻き

子供「蛇」と
大人「蛇」
完成

おばさんも、
元気でありま
すように！

爺ちゃん風邪
引きません
ように！

全長七広半！
まだまだ～！

地区の
神木へ

完 成完 成
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来居●蛇巻 き来居蛇巻き

Start

若者へ
伝授！

お神酒を
あげて

神木へ

完 成完 成



四
よ

方
も

田
た

朋
とも

子
こ

（出雲市出身）

○11月より「笑庵」勤務

向
むか

井
い

睦
むつ

美
み

（大阪府出身）

○ 8月より地域おこし協力隊
（地域振興課）

徳
とく

田
だ

茉
ま

里
り

子
こ

（松江市出身）

○ホテル知夫の里勤務
　11月に入籍し、矢田茉里子さんに。
　（旦那さん　矢田涼一くん）
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防犯功労者表彰

平
成
29
年
度
防
犯
功
労
者
表
彰
防
犯
栄
誉
銅
賞

（
全
国
防
犯
協
力
会
連
合
会
長
に
よ
る
表
彰
）

被

表

彰

者 　

山や
ま　
　

穂
め
ぐ
み　

さ
ん　

73
歳
（
隠
岐
郡
知
夫
村
1
0
1
2
番
地
２
）

表
彰
伝
達
年
月
日 　

平
成
29
年
10
月
18
日

平
成
29
年
9
月
26
日
、
山
穂
さ
ん

が
、
平
成
29
年
度
防
犯
功
労
者
表
彰
防

犯
栄
誉
銅
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

山
さ
ん
は
、
地
域
安
全
推
進
員
と
し

て
、
平
成
9
年
か
ら
、
昨
年
3
月
に
退

任
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
地
域
の
防
犯
活

動
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
平
成
19
年
に
は

「
知
夫
レ
イ
ン
ボ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

を
発
足
さ
せ
、
現
在
も
子
供
達
や
地
域

の
安
全
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
活
動

さ
れ
て
い
ま
す

こ
の
度
、
こ
れ
ら
長
年
の
防
犯
活
動

へ
の
功
労
が
認
め
ら
れ
、
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

NEW FACE☆ニューフェイス
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島根県最低賃金
改定のお知らせ
島根県内の事業場で働くみなさんの最低
賃金が改定されました。

件名 時間額 引上額 発効日

島根県最低賃金 ���ԁ 22円 平成29年10月 1 日

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

製鋼・製鋼圧延業、鉄素形材製造業 ���ԁ 23円 平成29年11月22日

はん用機械器具、生産用機械器具、業務
用機械器具製造業 ���ԁ 21円 平成29年11月30日

電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業 ���ԁ 19円 平成29年11月29日

自動車・同附属品製造業 ���ԁ 21円 平成29年12月10日

百貨店、総合スーパー ���ԁ  2円 平成29年11月22日

自動車（新車）小売業 ���ԁ 22円 平成29年11月26日

※詳しくは、島根労働局賃金室（TEL0852‐31‐1158）へお問い合せください。

戸
籍
コ
ー
ナ
ー

 

（
太
字
は
村
内
在
住
者
・
敬
称
略
）

　
　
平
成
29
年
10
月
1
日
〜

平
成
29
年
12
月
31
日

ా
த
ɹ
༔
 ޛ

ଟ


ɹ
อ
ޢ
ऀ
ɹ

ɹ
࢘

ޱ
ଜ
ɹ
ྤ
՚ 

དྷ
ډ

ɹ
อ
ޢ
ऀ
ɹ

ɹ
ক
ଠ

ُ
ࢁ
ɹ
ཌྷ 

ਔ


ɹ
อ
ޢ
ऀ
ɹ

ɹ

ࢤ

お
す
こ
や
か
に

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

や
す
ら
か
に

心
か
ら
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

҆
ా
ɹ
ɹ
ູ
ớ
81
Ờ 

ਔ


ా
上
ɹ
ɹ
ቫ
ớ
95
Ờ 

܊

ฏ

ɹ
γ
ν
ớ
95
Ờ 

ਔ



ാ
ɹ
Ұ
༟
ớ
69
Ờ 

ਔ


ࢁ

ɹ
య
ࢠ
ớ
77
Ờ 

ݹ
ւ


ా
ɹ
ྋ
Ұ 

܊

ಙ
ా
ɹ
ᣈ
ཬ
 ࢠ

দ
ߐ

ࣉ
ా
ɹ

 ࢙

ฌ
ݿ

૿
ా
ɹ
স
 ࢠ

େ
ߐ

金
一
封

い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
広
報
郵
送
料
の
御
礼
〉（
敬
称
略
）

●
沢
さ
く
ら
（
島
根
県
）

●
並
松
朝
男
（
滋
賀
県
）

●
森
江
民
生
（
島
根
県
）
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き
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お手紙募集にっぽん
縦断 こころ旅
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ൃ 

ߦ
ʗ


ଜ
ɹ
〒
６
８
４
・０
１
０
２

隠
岐
郡
知
夫
村
１
０
６
５
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
tel
０
８
５
１
４
・
８
・
２
２
１
１
　
fax
０
８
５
１
４
・
８
・
２
０
９
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　h

ttp
://w

w
w
.v
ill.c
h
ib
u
.lg
.jp
/

人口●614人（男：311人・女：303人）　世帯数●349世帯　65歳以上人口比率●46.60％村の人口（平成30年1月1日現在） ※ 村の人口は、平成24年
に比べ増加しています。

にっぽん
縦断 こころ旅NHK お手紙募集

NHK-BSプレミアムで放送予定の、「にっぽん縦断 こころ旅

（2018春の旅）」。3月26日、南国沖縄県をスタート。鹿児島、熊

本、長崎と九州を北上し、山口、島根、鳥取と日本海側を巡り美

濃国、岐阜を目指します。

番組では、みなさんからのお手紙で旅のルートを決定するため、

市（町・村）内の「忘れられない場所、風景」にまつわる手紙を

募集しています。

/),;Ε͍͋ηϯλー�ὸ����ʵ���ʵ���·ͨὸ���ʵ����ʵ����͓͍߹Θͤ

●応募期限　4月23日㈪ 必着

●応募内容　 住所、氏名、電話番号、性別、年齢、思い出の場
所、風景にまつわるエピソード

●応募方法
○ 番組ホームページ
　　http://www4.nhk.or.jp/kokorotabi/
○ F A X　03-3465-1327
○ 郵　送　〒150-8001  NHK「こころ旅」係

島根県の放送予定

6月4日㈪～
6月8日㈮


